
 

 

 

学校名：県立中原養護学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 17 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

 
 
児童・生徒が主
体的に学び行動
し、対話的に学
び高めあう力を
育み、地域の資
源等を活用した
活動を取り入
れ、社会に開か
れた教育課程を
編成する。 

 

 

①  
② ①児童・生徒の

「主体的・対話
的で深い学び」
を実現するため
の授業改善に取
り組む。 
 
 
②地域資源を活用
した授業の実践や
近隣の学校等との
交流及び共同学習
を継続・発展させ
る。 

 

 
①研究で整理した「授業
改善のポイント」に基づ
き、教員一人 1 回研究授
業を行い（略案可）、
個々の授業を振り返る。 
 
 
 
②コロナ禍において工夫
し、地域の資源を活用し
た授業に取り組んだり、
新しい交流の仕方を検討
し、実践したりする。 

①  
② ①学部で計画を立

て、教員一人 1 回研
究授業を行い、授業
改善することができ
たか。また、学部等
でそれらを共有する
ことができたか。 
 
②地域の資源を活用
した授業を実践する
ことができたか。ま
た、交流及び共同学
習に取り組むことが
できたか。 

 
①一人１回の研究授
業 の 実 施 率 は
63.7％。校内研究を
通して、授業改善は
進んできている。 
 
②コロナ禍の中で工
夫して、地域の学校
と作品交流や動画で
の交流を実施でき
た。地域にある施
設、外部講師を活用
しての授業など、
様々なことに取り組
むことができた。 

 
①有効な研究授業に
なるように、教員が
参観しやすいよう調
整したり、結果を共
有したりする方法の
検討が必要である。 
 
②今後、感染予防対
策を講じながらも、
交流及び共同学習が
充実できるように検
討していく。 

 
①授業改善の成果に
ついて、児童生徒か
らの視点での振り返
りがあるとよい。 
 
②地域から提供され
た場所の清掃を行っ
たり、外部講師の活
用をしたりすること
で授業の充実に結び
付いている。外部講
師に授業の様子を返
すことで良い形で次
に繋がると考える。 

①「研究授業を実施、
授業改善ができたか」
に 「 思 う 」 36.4 ％ 、
「ほぼそう思う」40.5%
の教員が評価をしてい
る。「主体的・対話的
で深い学び」に対する
理解が深まり、授業改
善につながった。 
 
②感染状況を鑑みなが
ら交流の実施や外部資
源の活用ができた。よ
り充実するように引き
続き、検討する必要が
ある。 

 
①校内研究のまとめ
となる３年目は、研
究授業を通して教員
一人ひとりが研究成
果を日々の授業に繋
げることができるよ
うにしていく。 
 
 
②関係部署や各学部
で年間計画に沿っ
て、実施方法につい
て検討していく。 

２ 
児童・生徒指

導・支援 

 

 

 

児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じた専門性
の高い指導を行
うと共に校内指
導体制をさらに
整備する。 
 

 

 

 
①「学部コーデ
ィネーター」を
活用しながら、
学部・部門内で
の相談・支援体
制 を 充 実 さ せ
る。 
 
 
②各学部で児童・
生徒の実態把握を
するための研修を
行い、授業や指導
に生かす。 

 

 
①「学部コーディネータ
ー」が核となり、専門性
の向上を目指して学部の
ケース会や研修を行う。 
 
 
 
 
 
②各学部で専門職等と協
力して研修を実施し、個
別教育計画を作成した
り、授業に活用したりす
る。 
 

 
①学部のニーズに応
じた研修会やケース
会を実施することで
専門性を向上するこ
とができたか。（教
員アンケート「専門
性 が 向 上 し た 」
85％） 
 
②児童生徒の実態を
把握するための研修
が実施できたか。ま
た、研修内容や「ア
セスメント」等に基
づき個別教育計画を
作成、授業に活用す
ることができたか。 

 
①各学部で研修会や
ケース会を実施する
ことができた。「専
門性を向上させるこ
とができたか」につ
いて、90.1％が肯定
的な意見であった。 
 
 
②「専門職と連携し
た研修会等を実施、
その内容に基づき、
個別教育計画を作成
することができた」
に 79.3％が肯定的な
意見となった。 

 
①より充実した研修
にするため各学部の
ニーズを把握する必
要がある。様々な勤
務形態の中で、研修
会の内容を共有する
方法も検討する必要
がある。 
 
②実態把握をするた
めの研修を引き続き
行い、教員の児童生
徒を見立てる力の向
上を図る。 

 
①②専門職や経験豊
富な方を講師として
研修を実施してい
る。地域で資源を活
用していけるとよ
い。 
 
 
 

 
①学部ごとに計画する
ことで、ニーズに合っ
た研修が実施できてい
る。学部でケース会を
開くことで、情報共有
やより良い支援方法な
ど検討することができ
た。方法等を検討し、
さらに充実させる必要
がある。 
②日頃から専門職と協
働し、実態把握をして
いる。実態把握のため
の研修会を実施し、個
別教育計画に反映、授
業に結びつけることが
できた。 

 
①各学部のニーズを
把握し、ケース会等
組織的に進めなが
ら、職員の専門性の
向上など人材育成も
図っていく。 
 
 
 
 
②適切な実態把握と
アセスメントの充実
のため、今後も専門
職との連携を図って
いく。 

３ 進路指導・支援 

 

 

 

個々のライフキ
ャリア・ワーク
キャリアを見据
えた進路指導・
支援を行う 

 
①全ての学部の教
員が進路指導・支
援に関する知識や
実践力を向上させ
る。 
 
 
②児童生徒がキャ
リアパスポートを
活用できるように
全学部で取り組
む。 

 
①進路に関する研修を実
施し、研修内容を基にキ
ャリア教育を意識した指
導に取り組む。 
 
 
 
②実際に児童生徒が活用
する中で、各学部で課題
を整理していく。 

 
①進路に関する研修
により知識を向上で
きたか。また、キャ
リア教育を意識した
指導や進路学習がで
きたか。 

 
②キャリアパスポー
ト活用に向けての取
り組みが進んだか。
（教員アンケート
「取り組みが進ん
だ」80％） 
 

①進路コーディネー
ターと連携して、進
路に関する研修会を
行うことができた。
「得た知識を進路指
導に生かすことがで
きた」の評価は「思
う」21.8％「ほぼそ
う思う」52.1％であ
る。 
②全学部でキャリア
パスポートの作成が
で き た 。 65.5 ％ が
「活用に向けて取り
組みが進んだ」と評
価した。 

①自立と社会参加に
向けた学習の充実は
全学部に必要であ
る。肯定的な評価で
はあるが、「思う」
の割合が少なく、さ
らなる充実が求めら
れている。 
 
②14.3％の教員は、
「活用が進んでいな
い」と評価してお
り、引き続き、キャ
リアパスポート活用
に向けての検討が必
要である。 

 
①進路の情報が少な
く、進路指導が分か
りにくい。早い時期
から児童生徒の適正
など共有できるとよ
い（保護者アンケー
ト） 
 
②キャリアパスポー
トを学校としてどの
ように活用していく
か、組織的に検討が
必要である。 

 
①教員の進路に関する
知識を向上させること
ができた。得た知識を
生かし、保護者への進
路に関する的確な説明
や進路指導のさらなる
充実が必要である。 
 
②作成したキェリアパ
スポートの引継ぎと有
効な活用方法の検討が
必要である。 

 
①全学部において、
進路コーディネータ
ーと各学部が連携し
て、より充実した進
路に関する指導や保
護者への情報提供が
できるように取り組
んでいく。 
 
②各学部でキャリア
パスポートの活用方
法について、引き続
き、検討していく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 17 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21 日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

 

 

 

地域のセンター
的機能の充実を
図るとともに、
共生社会の実現
のために地域と
連携した活動の
機会を設ける 

 

 

 

 
①地域に中原養護
学校の持つ資源を
発信していく。 
 
 
 
 
 

① ②「地域に開か
れた学校」を意
識し、地域、保
護者へ適時情報
発信を行う。 
 

 
①教材データベースや校
内人材バンクを作成し、
本校の持つ資源について
情報を整理し、ＨＰ等を
活用し情報を発信する。 

 
 
 
②学校への理解を促進す
るために、ＨＰの掲載や
学校だより等を効果的に
活用し、情報発信を行
う。 

 
①本校の持つ資源を
校内で共有し、地域
へ発信していくこと
ができたか。 
 
 
 
 
②様々な情報が効果
的に発信されたか。
（保護者アンケート
で肯定的意見 80％） 

 
①学部により、達成
状況が異なってい
る。授業で活用した
教材等を集約ができ
た学部もあるが、進
んでいない学部もあ
る。 
 
②定期的に、各種通
信 の 発 行 や
「Twitter」の更新を
行った。ＨＰの情報
発信は 70.4%、各種
通信や「Twitter」は
85.6％の保護者から
肯定的な意見があっ
た。 

 
①具体的な進め方や
担当が明確ではなか
ったため、32.2％が
「進んでいない」と
評価している。具体
的な計画が必要であ
る。 
 
②「Twitter」につい
ては、より充実を求
める保護者意見もあ
り、アップする頻度
や内容などを検討す
る必要がある。 

 
①②イベントやバザ
ー等の場を設けて、
地域に向けて身近な
場での情報発信がさ
れると、より親近感
が持てる。地域の協
力により勤務し始め
た２名の教員が学校
についての発信がで
きるとよい。 
 
②「Twitter」での情
報発信の充実を図っ
てほしい（保護者ア
ンケート）。 

 
①教材の集約等は進ん
だ学部もあるが、情報
発信までは行うことが
できていない。 
 
 
 
 
②定期的に情報発信を
することができた。コ
ロナ禍の中で学校の様
子を知り得る手段の一
つなので、より充実さ
せる必要がある。 

 
①次年度、教材デー
タベース作成の期
間、本校ＨＰのアッ
プの時期など具体的
なスケジュールと担
当部署を明確に示
す。 
 
②担当者等を明確に
し、ＨＰの内容等を
含め、計画的に情報
発信ができるように
していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

 
 
 
 
 
保護者や地域か
ら信頼・信用さ
れる安心安全な
学校づくりを行
う。 
 
 

 

 
①児童・生徒が安
心安全な学校生活
を送ることができ
るように教育環境
の整備に取り組
む。 

 
 
 

②風通しのよい職
場づくりを促進
し、事故不祥事の
防止に努める。 

 

 

 
①感染予防対策、耐震化
工事における環境の変化
に伴う物品の整理、教室
の配置や動線の工夫等を
行う。 
 
 
 
 
②連絡・報告・相談等の
意識を高め、「ヒヤリハ
ット」等の報告等を全職
員で共有し、事故・不祥
事防止に向けた啓発を行
う。 

 

 
①感染予防対策を講
じた教育活動を行う
ことができたか。ま
た物品の整理等、安
全な環境を保持する
ことができたか。 
 
 
 
②事故・不祥事等を
防ぐことができた
か。 

 
①校内ルールを基に
感染予防対策を行
い、授業や行事を行
うことができた。校
舎引越しに伴い、物
品整理等を行い、教
育環境の整備を行う
ことができた。 
 
②「ヒヤリハット」
が起きたときに対応
策を話し合い、同じ
ような事故が起こら
ないように取り組む
ことができた。 

 
①教育活動の充実を
目指しながら、感染
予防対策を検討する
必要がある。耐震化
工事のスケジュール
に合わせて、その都
度必要な内容を検討
する。 
 
②引き続き「ヒヤリ
ハット」報告を迅速
に行うことで、職員
の意識を高め、事故
防止に繋げられるよ
うにする。 

 
①②事故不祥事防止
は、学校は力を入れ
ている。ミスを事故
にしない取り組みが
大切である。ヒヤリ
ハットで教員が共有
していく積み重ねが
大事である。 

 
①次年度も引き続く耐
震化工事や工事終了後
の変更に向けて、物品
管理やスクールバス運
行計画の見直しなど、
安全な環境づくりを行
う必要がある。 
 
 
②「ヒヤリハット」の
内容を職員会議や打ち
合わせで共有すること
で、教員の意識改革に
繋がっている。引き続
き、事故防止等に取り
組む必要がある。 

 
①関係部署を中心に
計画、検討を進め、
学部と連携しながら
安全な環境整備に取
り組んでいく。 
 
 
 
 
②事故防止のための
マニュアルやチェッ
クリストの整理をよ
り進める。職員の意
識向上のために定期
的に事故不祥事防止
について啓発する。 

 
 


